
 

 

 

 

 

 

小・中学校等を対象とした 

特別支援教育に関する研修パッケージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本研修パッケージは、小・中学校等の通常学級で授業を担当している教員を対象とした

特別支援教育に関する研修パッケージです。 

埼玉県内の小・中学校等の先生が実際に行っている指導の工夫を、9 つの「指導の意図」

に分類し、それぞれ「学級全体に対する配慮」と「個別の配慮」に整理した“みんなが分か

る授業づくりアイデアシート”と、そのアイデアシートを活用するための“指導案に添付

する記入枠”、15分程度で行う“研究協議の進め方”などの資料で構成されています。 

 

 

 

令 和 ３ 年 ３ 月  

埼 玉 県 教 育 委 員 会   
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研修パッケージ活用の流れ 

 

 

 
  

通常の学級での 

特別支援教育に

ついて知る 
資料 【“みんなが分かる授業づくり”を目指して】を読む 

（p.4～） 

授業者、研修担当者 等 

研究協議参加者 

指導案の作成 

授業の実施 

研究協議 

（振り返り） 

授業者 

参観者 

【みんなが分かる授業づくりアイデアシート】（p.8～）を 

参考に【指導案に添付する記入枠】（p.31）を作成する 

・研究協議の中の 10～15 分程度を使い、 

【研究協議の進め方】（p.32～）に沿って 

  ・よかった「工夫」 

  ・改善案・新しいアイデア 

 について協議する。 

【みんなが分かる授業づくりアイデアシート】（p.8～） 

の項目と指導案を見ながら参観し、 

授業の工夫や子どもの様子を確認する 

【みんなが分かる授業づくりアイデアシート】に 

各グループが選んだアイデアを１つずつ追記する。 

アイデアシート

の充実 

インクルーシブ教育システムの基礎となる 

子どもの視点に立った 

「みんなが分かる授業づくり」 

多くの授業で実践することで 

につなげる 

子どもの視点に

立って考える 

よいアイデアを 

みんなで共有する 

研究協議を行えない場合は 

【振り返りの進め方】（p.35） 


